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行政監査結果報告書について 
 
 

地方自治法第１９９条第２項の規定に基づき、下記のテーマの行政監査を実

施したので、同条第９項の規定により、その監査結果の報告書を提出します。 
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 行政監査結果報告書 

 

第１ 監査のテーマ及び目的 

 

１ 監査のテーマ  

  「公用車の管理について」 

 

２ 監査の目的（テーマ選定理由） 

平成２３年度行政監査においては、市町村合併に伴う組織の拡大ととも

に保有台数が増加し、多額の維持管理費を要している状況を受け、公用車の

適正な管理と、有効活用に資することを主眼に実施された。今回の調査にお

いては、その際に、改善を検討する必要があると意見した点について、再調

査・フォローアップを行った。 

併せて、平成２８年度に車両管理室が設置され、一元管理が図られたこと

による公用車の保有、運用状況の変化及び、環境に配慮した公用車の導入や

安全運転への取組など、社会背景の変化に対応した取組がなされているかを

追加検証したものである。 

 

第２ 監査の実施概要 

 

１ 監査の実施期間 

令和５年４月から令和６年３月まで 

 

２ 監査の対象 

令和５年３月３１日現在、市が所有する公用車（リース車含む）とする。

団体に貸し出している車両も対象とした。なお、用途が特定の目的に限定さ

れている車両（特殊自動車、特種用途自動車等）は除く。 

 

３ 監査の方法 

対象部局に対し、調査票の提出を求め、書類調査及び審査を行った。な

お、必要に応じ現地調査を実施した。 

 

４ 監査の着眼点 

（１）前回の指摘事項が改善されているか。 

（２）組織及び社会背景の変化に伴う対応について。 

   ①一元管理体制 

   ②電気自動車等の導入状況 

   ③安全運転への取組 



   - 2 - 

 

第３ 監査の結果 
 

公用車の管理運用状況について監査した結果、おおむね適正と認められた。 

なお、各監査項目に係る監査結果概要等は以下のとおりであり、検討及び改善

すべき事項は、後でまとめて述べることとする。 

 

１ 前回調査事項の変遷 

① 保有状況 
 
(1) 公用車保有状況 

調査基準日現在での市全体の公用車の保有台数は２９１台である。 

前回調査と比較検証を行うため、そのうち用途が特定の目的に限定される 

車両を除く１７４台（以下「対象車両」という。）を対象とし、保有状況の 

調査・分析を行う。なお、その内訳は表１のとおりである。 
 

     表 1 公用車保有台数                   （単位：台） 

車種 台数 

普通 乗合 ２１ 

 乗用 ３２ 

 貨物(トラック) ３ 

 貨物(バン) １ 

小型 乗用 ３３ 

 貨物(トラック) ４ 

 貨物(バン) １３ 

軽 乗用 ３１ 

 貨物(トラック) １９ 

 貨物(バン) １７ 

小計（対象車両） １７４ 

大型特殊   （除雪作業車） ４６ 

小型特殊   （除雪作業車） ６ 

普通     （除雪トラック） ５ 

消防車両 ４０ 

普通乗合   （路線バス） １２ 

給水車 ２ 

キッチンカー １ 

道路作業車 ２ 

災害対応緊急車 １ 

移動図書館車 １ 

身体障害者輸送車 １ 

小計（特殊車両・特定用途を目的とする車両） １１７ 

市が保有する車両の総計 ２９１ 

【区分定義】 

軽  ：排気量 660cc以下,長さ 3.4m以下,幅 1.48m以下,高さ 2.0m以下 

小型：排気量 2000cc以下,長さ 4.7m以下,幅 1.70m以下,高さ 2.0m以下 

普通：排気量,長さ,幅,高さが小型より大きいもの 

乗合：乗車定員 11名以上              乗用  ：乗車定員 10名以下 

 貨物：[ﾄﾗｯｸ等]トラック,ダンプ,ジープ等       [ﾊﾞﾝ等] ライトバン,ミニバン,ワゴン等 
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前回調査時点での対象車両は２５４台であり、部局別の保有台数の増減及

び構成比の比較は表２のとおりである。 

  

表２ 部局別保有台数の推移                      （単位：台、％） 

所    管 

部・局・支所 

Ｒ５.３時点 Ｈ２３.３時点 増減 

保有台数 構成比 保有台数 構成比 保有台数 構成比 

総 務 部 ４８ ２７．６ １８ ７．１ ３０ ２０．５ 

－ 車両管理室(管財課) (４３) (２４．７) (１６) (６．３) (２７) (１８．４) 

－ その他 総務部 (５) (２．９) (２) (０．８) (３) (２．１) 

企画振興部 ０ ０．０ ５ ２．０ △５ △２．０ 

健康福祉部 ２３ １３．２ ２７ １０．６ △４ ２．６ 

市民生活部 １ ０．６ ４ １．６ △３ △１．０ 

産 業 部 ３ １．７ ８ ３．１ △５ △１．４ 

観光文化スポーツ部 １２ ６．９ ３ １．２ ９ ５．７ 

建 設 部 １１ ６．３ １６ ６．３ △５ ０．０ 

上下水道部 １４ ８．１ ６ ２．３ ８ ５．８ 

教育委員会 ２４ １３．８ ３３ １３．０ △９ ０．８ 

議会事務局 ０ ０．０ １ ０．４ △１ △０．４ 

本庁 小計 １３６ ７８．２ １２１ ４７．６ １５ ３０．６ 

美 川 支 所 ９ ５．２ ２３ ９．１ △１４ △３．９ 

鶴 来 支 所 １０ ５．７ ３５ １３．８ △２５ △８．１ 

河内市民サービスセンター ４ ２．３ ９ ３．５ △５ △１．２ 

吉野谷市民サービスセンター ５ ２．９ ２２ ８．７ △１７ △５．８ 

鳥越市民サービスセンター ２ １．１ １６ ６．３ △１４ △５．２ 

尾口市民サービスセンター ４ ２．３ １５ ５．９ △１１ △３．６ 

白峰市民サービスセンター ４ ２．３ １３ ５．１ △９ △２．８ 

支所・サービスセンター小計 ３８ ２１．８ １３３ ５２．４ △９５ △ ３ ０ .６ 

合 計 １７４ １００.０ ２５４ １００.０ △８０ ―  

  (注)「所管部・局・支所」は、各車両の維持管理（予算執行、車検手続等）を行う部局を示し   

    たものである。（市長車、議長車等の特別職等専用車については、秘書課、議会事務局等 

    が専用で使用しているが、現在は全て車両管理室所管の車両となっている。） 

(注)一部組織編成の変更があった部局については、表３のとおり対比を行った。 

  表３ 

旧部局名 現部局名 

企画財政部 企画振興部 

観光推進部 観光文化スポーツ部 

河内支所 河内市民サービスセンター(SC) 

吉野谷支所 吉野谷市民サービスセンター(SC) 

鳥越支所 鳥越市民サービスセンター(SC) 

尾口支所 尾口市民サービスセンター(SC) 

白峰支所 白峰市民サービスセンター(SC) 
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支所・サービスセンター所管の車両が９５台減と、大幅に削減されたこと 

等により、対象車両は８０台減少し、前回調査時点では、支所所管車両の合 

計が５２．４％と半数を超えていたのに対し、今回調査時点においては、本 

庁部局所管の車両が７８．２％となっている。 

なお、観光文化スポーツ部の増は主にスポーツ課等が、教育委員会から市 

長部局に移管したことによるものであり、産業部の３台及び観光文化スポー 

ツ部の２台については、鶴来支所内に配置された課で所有する車両である。 

また、車両管理室（管財課）所管の車両については２７台増加し、全体の 

２４．７％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車種別の構成比では、減少率が最も大きい小型自動車を普通自動車及び軽 

自動車が上回る結果となった。 

用途別でみると、構成比の高い順の並びは乗用、貨物（バン）、貨物（ト 

ラック）、乗合と前回と同様であったが、乗用車両の比率が半数を超え、乗 

合、貨物といった用途の限定される車両の削減が進められていた。 
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  また、除雪車や消防車両など、特定の用途に使用する車両を除いた、過去 

５年間の公用車保有台数及び、新車購入台数、廃車台数の推移は表４のとお 

りである。 

  

表４ 公用車保有台数及び購入台数、廃車台数の推移              （単位：台） 

年度 保有台数 購入台数 廃車台数 

Ｒ４ １７４ １６ ２０ 

Ｒ３ １７８ １０ １７ 

Ｒ２ １８５ １５ ２４ 

Ｒ元(Ｈ３１) １９４ １２ １５ 

Ｈ３０ １９７ １２ ２１ 

(注)購入台数には、新車購入、中古車購入、新規リース契約を含む。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

  過去５年間の全年度において、廃車台数が購入台数を上回っており、保有台   

 数は減少傾向にある。 

 

(2) 経過年数別状況 

経過年数ごとの台数の変遷は、表５のとおりである。全体の保有台数が減

少する中、５年未満の車両が２８台、２０年以上経過の車両が９台それぞれ

増加した。構成比でみると、前回調査において６４．９％を占めていた５年

以上１５年未満の車両が大幅に減少し、５年未満の車両が３６．８％と最も

多い構成となった。一方で、２０年以上経過の車両についても台数、構成比

ともに増加している。なお、対象車両のうち最も古い車両は、平成６年１１

月（２８年経過）に登録された貨物車両で、その他保有車両全体では、平成

以前の登録車両として、大型除雪車両を２台、小型除雪車両及び災害対応緊

急車（非常用発電機積載車）を各 1 台保有している。 

表５ 登録年月からの経過年数別台数の推移                （単位：台、％） 

経過 

年数(年) 

Ｒ５.３時点 Ｈ２３.３時点 増減 

台数 構成比 台数 構成比 台数 構成比 

～５ ６４ ３６．８ ３６ １４．２ ２８ ２２．６ 

～１０ ２３ １３．２ ６４ ２５．２ △４１ △１２．０ 

～１５ ４５ ２５．８ １０１ ３９．７ △５６ △１３．９ 

～２０ ２９ １６．７ ４９ １９．３ △２０ △２．６ 

２０～ １３ ７．５ ４ １．６ ９ ５．９ 

合計 １７４ １００．０ ２５４ １００．０ △８０ －  
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(3) 総走行距離別状況 

総走行距離ごとの台数の変遷は、表６のとおりであり、前回調査において

約４割を占めていた５万ｋｍ以上１０万ｋｍ未満の車両が半減した結果、５

万ｋｍ未満の比較的走行距離の短い車両が７８台(４４.８％）と最も多い構

成となった。なお、２０万ｋｍ以上の車両は前回同様の４台であり、最も走

行したものは、学校の登下校及び行事、部活動等の送迎の用途にある普通乗

合車で２５１,９２９ｋｍである。 

 

表６ 総走行距離別台数の推移                     （単位：台、％） 

総走行距離

（万 km） 

Ｒ５.３時点 Ｈ２３.３時点 増減 

台数 構成比 台数 構成比 台数 構成比 

～５ ７８ ４４．８ ７１ ２７．９ ７ １６．９ 

～１０ ４６ ２６．４ １０２ ４０．２ △５６ △１３．８ 

～１５ ３３ １９．０ ６１ ２４．０ △２８ △５．０ 

～２０ １３ ７．５ １６ ６．３ △３ １．２ 

～２５ ３ １．７ ３ １．２ ０ ０．５ 

～３０ １ ０．６ ０ ０．０ １ ０．６ 

～３５ ０ ０．０ １ ０．４ △１ △０．４ 

合計 １７４ １００．０ ２５４ １００．０ △８０ － 
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(4) 経過年数１０年以上かつ総走行距離１０万ｋｍ以上の車両状況 

経過年数１０年以上かつ総走行距離１０万ｋｍ以上の車両の変遷について

は、表７のとおりであり、総数は６９台から４６台に減少したものの、保有

台数の総数に占める割合はほぼ一定である。なお、今回の調査における、経

過年数及び総走行距離の分布は図のとおりである。 

 

表７ 経過年数１０年以上かつ総走行距離１０万ｋｍ以上の車両の変遷    （単位：台、％） 

総走行距離 

（万 km） 

Ｒ５.３時点  経過年数 

１０年～ １５年～ ２０年～ 合計 構成比 

３０万 km～    ０ ０．０ 
２５万 km～ １   １ ０．６ 
２０万 km～ １ ２  ３ １．７ 
１５万 km～ ５ ８  １３ ７．４ 
１０万 km～ １０ １２ ７ ２９ １６．７ 

合計 １７ ２２ ７ ４６ ２６．４ 

構成比 ９．８ １２．６ ４．０ ２６．４ —  

                      (注)構成比は対象車両１７４台に占める割合である。 

総走行距離 

（万 km） 

Ｈ２３.３時点  経過年数 

１０年～ １５年～ ２０年～ 合計 構成比 

３０万 km～  １  １ ０．４ 
２５万 km～    ０ ０．０ 
２０万 km～ １ ２  ３ １．２ 
１５万 km～ １０ ４ １ １５ ５．９ 
１０万 km～ ３１ １８ １ ５０ １９．７ 

合計 ４２ ２５ ２ ６９ ２７．２ 

構成比 １６．６ ９．８ ０．８ ２７．２ —  

                      (注)構成比は対象車両２５４台に占める割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (5) 変速機の種類別状況 

変速機の種類別台数は、ＡＴ（オートマチック）車が１４３台(８２.２％） 

と前回調査の７０．９％より１１．３ポイント増加し、ＭＴ（マニュアル） 

車が３１台(１７.８％）となっている。 
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(6) 使用燃料の種類別状況 

使用燃料の種類別台数の変遷は、表８のとおりであり、ガソリン使用車が 

１２５台(７１.９％）と最も多く、平成２８年度より導入の始まった電気自 

動車は、令和５年３月末時点で計７台運用されている。構成比でみると、ガ 

ソリン使用車は前回同様の約７０％を占め、軽油使用車は１０．１ポイント

減少している。 

 

表８ 使用燃料の種類別台数                    （単位：台、％） 

 ガソリン 

(LPG含む) 
軽油 ハイブリッド 電気 

Ｒ５ １２５台 ２７台 １５台 ７台 

Ｈ２３ １７９台 ６５台 １０台 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 所有形態別状況 

所有者が市以外である車両については、県からの借受け車両１台及び、 

保育所給食運搬用のリース車両１台の計２台である。前回調査時点において 

１０台保有していたリース車両は、リース期間満了に伴う返還や、必要時の 

みのリースに切り替えがなされたことで、大幅に減少している。 

 

② 管理・運用状況 

 

  運用状況については、庁舎間の比較等を行うため、特別職等専用車、普通乗

合車、公園管理車両、令和４年度取得車（平成２３年度調査においては平成２

２年度取得車）、貸付車及び年間運行日数・年間走行距離・維持管理経費不明

等の車両を除いた公用車（以下「一般車両」という。）を対象に、分析を行っ

た。 

 

(1) 庁舎別運用状況 

一般車両の庁舎別の運用状況は、表９のとおりである。 
 

年平均稼働率 ：年間稼働日を調査年度要勤務日数(243日)及び台数で除した値 

日平均走行距離：年間走行距離を要勤務日数(243日)及び台数で除した値 

(注) 要勤務日数を越えて報告があったものは、243日として調整し稼働率を算出した。 
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   表９ 庁舎別の運用状況                     （単位：台、％、㎞） 

部・局・支所 

令和４年度 平成２２年度 

台数 
年平均 

稼働率 

日平均 

走行距離 
台数 

年平均 

稼働率 

日平均 

走行距離 

本 庁 ７１ ７３．６ ２３．５ ８１ ７３．２ ２５．７ 

美 川 支 所 ９ ６９．０ １５．２ ２０ ６７．４ １７．９ 

鶴 来 支 所 ２２ ５６．６ ２９．７ ３２ ６２．７ ２５．６ 

河内市民ＳＣ ３ ７１．５ ２６．１ ５ ７２．３ ３４．４ 

吉野谷市民ＳＣ ２ ６６．０ ２２．４ １２ ３９．８ ２０．２ 

鳥越市民ＳＣ ２ ３９．７ ２８．７ １３ ６２．６ ２８．８ 

尾口市民ＳＣ ３ ４１．８ １３．４ ９ ８０．５ ３３．５ 

白峰市民ＳＣ ４ ５６．１ １７．５ ７ ５４．６ ３９．９ 

合計・平均 １１６ ６７．８ ２３．７ １７９ ６７．３ ２５．８ 

（注） いきいき健康課、スポーツ課、上下水道課及び松任図書館配置の車両は本庁、ルーツ交流館は美川支所、 

鶴来保健センター、施設管理課、森林対策課及び鶴来白山ろく上下水道課所管車両は鶴来支所に含め算出し 

た。(前回調査における美川分室・鶴来分室・白山ろく分室の教育課は、各支所において集計。） 

 

一般車両全体の年平均稼働率は６７．８％と前回とほぼ同様であり、庁舎

ごとの平均稼働率においても、依然としてばらつきがある。 

支所、サービスセンター間でも稼働率の増減に差はあるのものの、概ね同

等もしくは低下しており、必要最小限の台数まで、配置車両の削減が進めら

れていると見受けられる。 

日平均走行距離については、前回調査では白山ろく地域の値が高い傾向に

あったが、今回の調査では、特に本庁舎から距離のある尾口及び白峰市民サ

ービスセンターの走行距離が減少した一方、鶴来支所では増加した。これは、

平成３１年度よりスキー場管理等を所管する施設管理課が本庁舎より移転し、

森林対策課（旧林業水産課）も鶴来支所を拠点とするほか、各白山ろく支所

の縮小に際して設置された白山ろく産業土木課の廃止に伴って、その業務の

一部が移管されるなど、移動範囲が本庁から白山ろく地域までより広範に及

ぶようになったためと考えられる。 
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(2) 車種別運用状況 

一般車両の車種別の運用状況は、表１０及び表１１のとおりである。 
 

表１０ 車種別の運用状況                   （単位：台、％、㎞） 

車種 用途 

令和４年度 平成２２年度 

台数 
年平均 

稼働率 

日平均 

走行距離 
台数 

年平均 

稼働率 

日平均 

走行距離 

普通 
乗用 ２５ ６４．３ ３４．７ ２２ ６１．４ ３３．５ 

貨物 ４ ３６．３ １５．５ ５ ５１．９ １８．８ 

小型 
乗用 ２６ ７１．６ ２２．７ ５０ ７１．７ ３４．６ 

貨物 １１ ６５．２ ３３．５ ３２ ６２．９ ２５．４ 

軽 
乗用 ２６ ８２．１ １７．９ ３０ ７３．１ １８．４ 

貨物 ２４ ５８．５ １６．５ ４０ ６５．９ １７．４ 

合計 
乗用 ７７ ７２．８ ２４．９ １０２ ６９．９ ２９．６ 

貨物 ３９ ５８．１ ２１．２ ７７ ６３．８ ２０．８ 
 
乗用車に比べて貨物車の稼働率が低い傾向が進行し、平均走行距離では、 

  特に小型乗用車で減少がみられた。 

車種別運用状況を平均稼働率と平均走行距離を合わせて検証してみると、 

乗用車は全車種において稼働率が高いものの、走行距離では普通、小型自動 

車は高い値であるのに対し、軽自動車は低い値にあるため、軽自動車は短距 

離の移動を中心として利用されている傾向が伺われる。 
 

表１１ 車種別稼働率の分布状況                     （単位：台、%） 

車種 
調査 

年度 
台数 

稼働率 

～10 ～20 ～30 ～40 ～50 ～60 ～70 ～80 ～90 ～100 

普通 

乗用 

R5 25   1 6 2 2 3 3 1 7 

H23 22 1 2 2 2 1 1 3 3 1 6 

普通 

貨物 

R5 4   2  1  1    

H23 5   1 1 1 1    1 

小型 

乗用 

R5 26  1 2 1 1 1 2 7 5 6 

H23 50 1  1 4 4 3 7 10 6 14 

小型 

貨物 

R5 11 1 1    1 1 4 2 1 

H23 32 2  3 2 3 3 6 2 7 4 

軽 

乗用 

R5 26     2 1 3 4 4 12 

H23 30  2 1 1 4 2 1 2 4 13 

軽 

貨物 

R5 24  1 3 4 3 1 2 4 4 2 

H23 40 1 1 1 3 3 4 8 9 1 9 

乗用 

小計 

R5 77 0 1 3 7 5 4 8 14 10 25 

H23 102 2 4 4 7 9 6 11 15 11 33 

貨物 

小計 

R5 39 1 2 5 4 4 2 4 8 6 3 

H23 77 3 1 5 6 7 8 14 11 8 14 

合計 
R5 116 1 3 8 11 9 6 12 22 16 28 

H23 179 5 5 9 13 16 14 25 26 19 47 

構成比 
R5 —  0.9 2.6 6.9 9.5 7.7 5.2 10.3 19.0 13.8 24.1 

H23 —  2.8 2.8 5.0 7.3 8.9 7.8 14.0 14.5 10.6 26.3 
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   稼働率の分布状況では、稼働率７０％を上回る車両の割合は５６．９％と 
前回の５１．４％からやや上昇したものの、３０％以下の車両が１０．４％ 
と前回同様に約 1割を占める状況にある。 
なお、稼働率が２０％以下の車両４台は支所及び市民サービスセンター 

所管の車両で、うち３台が貨物車両である。残る１台は定員８人の乗用車で 
あるが、同センターで所有するもう１台の乗用車は７０．８％と高い稼働率 
で使用されている。 
 また、今回運用状況調査の対象外とした、普通乗合車（スクールバス）の 
稼働率は、白嶺小中学校配置の車両を除き概ね８５％以上、公園管理車両は 
全て８０％以上といずれも高い水準にある。 

 
(3) 登録年度別運用状況 

一般車両の登録年度別運用状況は、表１２のとおりであり、登録から２０ 
年以上経過した古い車両は稼働率の低い傾向にある。なお、平成１５年度登 
録車両は貨物車両２台を含む全車両が稼働率６５％以上と高い一方、平成 
１６年度登録の車両はいずれも乗用車両であるが、うち５台が４０％以下と 
低い状況にある。 
走行距離では、総務課所管の文書集配業務の用途にある小型貨物車の日平 

均走行距離が１２０．０ｋｍであることにより、平成２２年度の値が高くな 
っている。 

 

表１２ 登録年度別の運用状況                    （単位：台、％、㎞） 

年度 台数 
年平均 

稼働率 

日平均 

走行距離 
年度 台数 

年平均 

稼働率 

日平均 

走行距離 

Ｒ３ ８ ８０．８ ２０．２ Ｈ２１ １１ ６９．１ ２７．５ 

Ｒ２ ９ ６０．１ １７．１ Ｈ２０ １ ８３．５ ２０．３ 

Ｒ１(Ｈ31) １０ ８１．６ ２５．７ Ｈ１９ ５ ６６．８ ２２．８ 

Ｈ３０ ８ ６４．２ ２２．４ Ｈ１８ ３ ７８．６ ３０．３ 

Ｈ２９ ２ ９０．７ １３．５ Ｈ１７ ２ ８１．９ ２１．０ 

Ｈ２８ ２ ８８．５ １７．９ Ｈ１６ ６ ３９．８ ２０．３ 

Ｈ２７ ５ ７６．５ ３０．８ Ｈ１５ ５ ８３．１ ２０．５ 

Ｈ２６ ３ ８３．０ ３０．７ Ｈ１４ ４ ４９．６ １７．０ 

Ｈ２５ ４ ６３．９ ２３．４ Ｈ１３ ３ ３８．８ １３．３ 

Ｈ２４ ４ ８５．０ １９．７ Ｈ１０ ３ ２５．９ １０．０ 

Ｈ２３ １３ ６４．９ ２７．２ Ｈ６ １ ６．６ ６．６ 

Ｈ２２ ４ ７２．７ ５５．７ 合計・平均 １１６ ６７．８ ２３．７ 

 
(4) タイヤの使用状況 

対象車両１７４台における、タイヤの使用状況は表１３のとおりである。 

   表１３ タイヤの使用状況 

 5年未満 5年以上 交換時期不明 その他 

夏用タイヤ ９２台 ２３台 ５９台  

冬用タイヤ ９４台 １８台 ６１台 1台(冬期不使用) 

   (注)前後で交換時期が異なるものは、より古い方の交換時期で計上した。 
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(5) 運転日誌の作成状況 

対象車両のうち、併用、貸付車両を含む全ての車両において、運転日誌が 

作成されており、前回調査時の作成済率７８．４％に対し、その後適正に整 

備が進められていることを確認した。しかしながら、確認印のみで記載が省 

略されているものも依然として見受けられた。 

 

(6) 維持管理経費執行状況 

一般車両における維持管理経費の執行状況は表１４のとおりであり、運用 

状況調査の対象外とした特別職等専用車、普通乗合車（スクールバス）、公

園管理車両等を含めた維持管理費の総額及び平均金額は表１５のとおりであ

る。なお、過去５年間における燃料費の年平均単価を表１６に示している。 

 

表１４ １台当たりの維持管理経費執行状況の変遷            （単位：台、㎞、円） 

予算執行 台数 
年平均 

走行距離 
燃料費 修繕費 その他 合計 

1 ㎞当り 

運行経費 

Ｒ4 

（EV除く） 

116  

(113) 

5,757  

(5,698) 

75,966   

（77,982） 

27,207  

(27,752) 

72,233  

(72,257) 

175,406  

(177,991) 

30.5  

(31.2) 

Ｈ22 179  6,280  69,737  32,184  61,535  163,458  26.0  

増減 △63  △523  6,229  △4,977  10,698  11,948  4.5  

(注) 【修繕費】：修繕料、車検費、事故関係修繕料等 

 【その他】：消耗品費、保険料、手数料（車検含む）、リース料、重量税等 

  括弧は、燃料を要しない EV車両（令和 4年度新規取得車を除く）を除いた場合の数値 

  各維持管理費については、千円未満を四捨五入した額により集計を行った。 

 

表１５ 令和４年度の維持管理経費執行状況(普通乗合車等含む)      （単位：台、㎞、円） 

R4 台数 走行距離 燃料費 修繕費 その他 合計 
1 ㎞当り 

運行経費 

総額 

(EV除く) 

152  

(149) 

974,412  

(950,467) 

17,813,000  

（17,813,000） 

6,363,000  

(6,341,000) 

12,630,000 

(12,416,000) 

36,806,000  

(36,570,000) 
- 

平均 

(EV除く） 
- 

6,411  

(6,379) 

117,191  

（119,550） 

41,862  

(42,557) 

83,092  

(83,329) 

242,145  

(245,436) 

37.8  

(38.5) 

 

表１６ 燃料費の年平均単価の推移                     （単位：円／L） 

年度 Ｈ３０ R元(H31) Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

平均単価 １４６．９７ １４３．２５ １３３．２８ １６１．５２ １７０．１３ 

（注） 松任地区、レギュラーガソリンの各月毎の契約単価をもとに算出。 

 

年平均走行距離は減少している一方で、１ｋｍ当たりの運行経費が４.５円 

増加しているため、１台当たりの平均維持管理経費は１１，９４８円増の 

１７５,４０６円となっている。走行距離の減少や電気自動車等の導入が進む

中でも、１台あたりの燃料費が増加しており、燃料費価格高騰の影響が伺える。 

  なお、修繕費の減少は前回調査年度に、事故に伴う修繕が多かったことによ 

るものとみられ、その他費用では保険料が９，２１０円、手数料が１３，０９１ 

 円の増となっている。 
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③ 貸付車両 

 

(1) 公用車の貸付状況 

前回調査と比較検証を行うため、市職員と併用の車両を除いた貸付車の状況

でみると、表１７のとおりである。貸付車両の台数は１４台減少し、保有台数

に占める割合も１０.２％から６.９％に低下している。 

 

表１７ 貸付車両の保有台数 

年度 庁用車 貸付車 

Ｒ５.３時点 １６２台  ９３．１％ １２台   ６.９％ 

Ｈ２３.３時点 ２２８台  ８９.８％ ２６台  １０.２％ 

 

貸付車両は、６団体に対して１２台が貸付けられている。貸付先及び台数は 

表１８のとおりであり、複数台貸付けを行っているのは、「白山市地域振興公

社」及び「白山市社会福祉協議会」の２団体である。 

  

表１８ 公用車の貸付状況                        （単位：台） 

貸付先（前回貸付台数） 台数 貸付理由 
契約書 

の有無 

白山市地域振興公社 （11） ５ 体育施設管理、貨物運搬 ○ 

白山市社会福祉協議会 (8) 

1 施設用（事業用） ○ 

1 施設用（事務用） ○ 

1 施設用（事務用、事業用） × 

医療法人社団白山会   (2) １ 介護事業用 ○ 

吉野谷診療所（白山石川医療企業団） １ 訪問リハビリ・訪問看護用 × 

(株)トスマク・アイ 1 委託業務用 ○ 

緑のふるさと協力隊員 1 協力隊用務 ○ 

 

Ⅰ 貸付理由 

貸付理由は、指定管理業務や施設管理業務に伴うもの、老人福祉・保健指 

導事業等の公益事業に伴うもの、本市の関連団体や協力隊員の事務遂行に伴 

うものである。 

 

Ⅱ 貸付条件 

貸付条件については、貸付車両の全てが前回調査時点と同様に無償貸付 

であり、貸借契約書の作成されているものは、指定管理業務、委託業務、

公益的事業用等として用途が限定されている。 

 

Ⅲ 貸付手続 

車両の貸付けに必要とされる契約書について、前回調査時に不備を指摘

したものについては、車両使用に関する覚書を締結するなど改善が見られ

たが、別の車両において、一部で契約書の無い車両も見受けられた。 
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Ⅳ 貸付車両の運用状況 

調査基準日における貸付先別運用状況は、表１９のとおりである。 

なお、年平均稼働率については、年間を通じて稼働する事業所もあるが、 

市役所の要勤務日数２４３日を当てはめて算出し、日平均走行距離につい 

ては、年平均走行距離をそれぞれの平均運行日数で除して算出した。 
 

表１９ 貸付先別運用状況                   （単位：台、日、％、㎞） 

貸付先 台数 
年平均 

運行日数 

年平均 

稼働率 

年平均 

走行距離 

日平均 

走行距離 

白山市地域振興公社  ５ ８９ ３６．６ １，９８５ ２２．３ 

白山市社会福祉協議会  ３ １２４ ５１．０ ２，７１４ ２１．９ 

医療法人社団白山会    １ ２５９ １０６．６ １３，９５３ ５３．９ 

吉野谷診療所 １ １６０ ６５．８ － － 

(株)トスマク・アイ １ １０ ４．１ ２６９ ２６．９ 

緑のふるさと協力隊 １ １５６ ６４．２ ７，５１７ ４８．２ 

  (注) 年間走行距離不明分については「－」で示した。 

 

(株)トスマク・アイへの貸付車両は、鶴来浄化センターにおける発電機の 

運搬という限定的な使途により、稼働率及び走行距離が低くなっている。 

 

２ 組織及び社会背景の変化に伴う対応 

① 一元管理 

  

  前回調査以降、平成２８年４月に、公用車の一元管理業務を担う部署として 

管財課内に車両管理室が新設された。 

 

（1）車両管理室所管の公用車 

 平成２２年度末時点における管財課所管の台数及び、令和４年度末時点の 

車両管理室所管の公用車台数は表２０のとおりであり、車両管理室所管の４３

台については、全て本庁舎に配置されている。（特別職等専用車４台を含む。） 

 

表２０ 車両管理室（管財課）所管の公用車台数 

年度 公用車台数 車両管理室（管財課）所管 その他部署所管 

Ｒ5.3時点 １７４台 ４３台   ２４.７％ １３１台  ７５.３％ 

Ｈ23.3時点 ２５４台 １６台    ６.３％ ２３８台  ９３.７％ 
 
  なお、車種別の所管状況は表２１のとおりである。 
 

表２１ 車種別の所管状況 

所管 乗合 乗用 貨物(ﾄﾗｯｸ) 貨物(ﾊﾞﾝ) 

車両管理室 １台 ３１台 ７台 ４台 

他 部 署 ２０台 ６５台 １９台 ２７台 
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  乗合車両や貨物車両等、使途が限定される車種においては、各部署で所有 

する車両が依然として多い状況である。 

他部署所管車両のうち、維持管理費を貸付先で執行している車両を除く１２ 

６台の保険加入に係る事務は、車両管理室で行われている。その他、普通乗合 

車両（スクールバス）及び貸付車両を除く１１１台については、各所管部署よ 

り３か月毎に総走行距離、使用日数、給油量の報告を受け、稼働率や燃費等の 

把握がなされている。 

  なお、各部署が所有する車両については、維持管理費の執行や、車検、タイ 

ヤ交換及び更新、運転日誌の管理がそれぞれの部署にて担われている。 

 

（2）公用車の使用に関する車両管理室からの通達 

  令和４年度に車両管理室から出された通達数は、表２２のとおりである。 

 

表２２ 車両管理室からの通達 

内容 件数 

保険加入・車検満了期限について ２５件 

運行状況調査（３か月毎に総走行距離、使用日数、給油量の報告）  ８件 

安全運転関連  ８件 

事務連絡（駐車区画・燃料単価など） １７件 

  (注) 同様の文章を再掲示した場合も１件として計上した。 

   

車検に係る事務や予算執行は各所管課で行っているところであるが、車検切

れ防止のため、市で保有する全車両の期限を管理のうえ、更新２か月前の車両

について毎月２回、掲示板で周知し車検の実施を警告するとともに、完了後に

は車検証の写しの提出を求めている。 

安全運転関連としては、安全運転の啓発や、毎年１回実施する安全運転講習

会に関する通知のほか、道路交通法施行規則の改正に伴い令和４年度より運用

を開始した酒気帯び確認に関するものが出されていた。 

  また、職員課が年２回発令する職員の服務規律に関する通知においても、公

私ともに安全運転に留意し、飲酒運転の根絶、交通安全を徹底するよう呼びか

けが行われている。 
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② 電気自動車等導入状況 

   

走行に電力を使用する下記の車種をまとめて、「電気自動車等」と定義し 

 調査を行った。 
 
【電気自動車等】 

・電気自動車（ＥＶ車） 

バッテリーに充電された電力のみで走行する車両。 

・ハイブリッド車（ＨＶ車） 

 ガソリンを燃料とするエンジンと電気を動力源とするモーターを組合わせ 

た車両。（エンジンや減速時のエネルギーを活用し充電。外部充電不可。） 

 ※なお、調査時点でプラグインハイブリッド車（外部から充電可能なＨＶ車）

及び燃料電池自動車の導入はない。 
 
(1) 電気自動車等の導入状況 

電気自動車等の導入状況は、表２３のとおりである。 

  

表２３ 電気自動車等導入状況                      （単位：台） 

年度 
Ｈ２９ 

以前 
Ｈ３０ 

Ｒ元

(H31) 
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

ＥＶ車 新規導入 １   １ １ ４ 

ＨＶ車 新規導入 ５ １   ２ ７ 

ＥＶ車 累計台数 １ １ １ ２ ３ ７ 

ＨＶ車 累計台数 ５ ６ ６ ６ ８ １５ 

合計 ６ ７ ７ ８ １１ ２２ 

 

≪参考≫近隣他市の電気自動車等の現状について       （令和５年３月３１日現在） 

車両 白山市 金沢市 小松市 野々市市 加賀市 

ＥＶ車 ７台 １６台 ７台 ０台 １０台 

ＨＶ車 １５台 不明 １２台 ６台 ０台 
 

  平成２８年に導入を始めた電気自動車は、令和４年度新たに４台を導入した

ことで累計７台となり、除雪車両や消防車両など特殊車両を除く１７４台に占

める整備率は４.０％、ハイブリッド車も含めた電気自動車等では２２台で整

備率１２．６％である。 

電気自動車は７台全てが本庁舎に配置され、うち６台が乗用車、１台が貨物

車（バン）である。ハイブリッド車については、本庁舎に７台（特別職等専用

車両３台を含む）、健康センター松任に２台、各支所に計３台、各市民サービ

スセンターに計３台と幅広く配置され、うち３台は貨物車両となっている。 

   

現在導入している各電気自動車における、メーカー公表の満充電での航続可

能距離は普通自動車で約３００ｋｍから４５０ｋｍ、軽自動車で約１８０ｋｍ

である。なお、本庁舎から最も遠い白峰市民サービスセンターまでの往復距離

は約９０ｋｍである。 
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(2) 電気自動車導入後の燃料使用量 

直近４か年の燃料使用量の変遷は、表２４のとおりである。 

なお、電気自動車は全て車両管理室で管理し本庁に配置されているため、 

 車両管理室で管理する車両（乗合車両を除く）の使用量で比較を行った。 
 

表２４ 燃料使用量の変遷                （単位：Ｌ、台、km、km/Ｌ） 

年度 燃料使用量 
車両管理室 

所 管 車 両 

う   ち 

電気自動車 

1台あたり 

燃料使用量 

年   間 

総走行距離 

１Ⅼあたり 

走 行 距 離 

Ｒ4 18,057 42 7 429.9 267,779 14.83 

Ｒ3 19,921 43 3 463.3 281,450 14.13 

Ｒ2 21,474 44 2 488.0 289,014 13.46 

R 元(H31) 28,509 51 1 559.0 365,627 12.82 

 （注）燃料使用量及び年間総走行距離は年度途中の廃棄、他課への所管替え車両を除く、各年度 

末時点で車両管理室が所有する車両が使用、走行した値であり、１台あたりの燃料使用量 

は電気自動車も含めた台数で除した場合の平均値である。 

   

燃料使用量は走行距離や車両性能、運用状況など様々な要素の影響を受ける

ものであるため、使用量の減少が電気自動車等の増加によるものであると、一

概に判断はできないが、電気自動車は燃料を必要としないことから、年間の総

走行距離を燃料使用量で除した、所有車両全体としての燃費は向上しており、

使用量の削減に寄与している状況が伺われる。 

 

(3) 充電設備の整備状況 

電気自動車の充電設備については、電気自動車の導入台数に合わせ、これま 

で７台を本庁舎地下駐車場に整備している。整備にあたっては、分電盤の設置

と、実際に各車両への充電を行う充電器の設置があり、令和３年度までに設置

した充電器３器については、既存の分電盤に取付けを行っている。令和４年度

には本庁舎地下駐車場に電気自動車充電用分電盤を新設し、そこから新たに４

器の充電器を設置している。 

  

③ 安全運転への取組 

 

(1) ドライブレコーダーの導入状況 

  監査対象車両１７４台のうち、ドライブレコーダー搭載車両は７８台（整備 

 率４４．８％）、特殊車両も含めた市が保有する車両全体２９１台では９５台

（３２．６％）である。市が保有する車両全体の搭載台数の変遷は表２５のと

おりであり、車両管理室主導のもと新規購入車両に加え、既存車両にも順次搭

載が進められている。 

   

表２５ ドライブレコーダー導入状況 

年度 Ｈ３０ Ｒ元(H31) Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

搭載台数（各年度末時点） ２９台 ４２台 ５９台 ７３台 ９５台 
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（2）アルコール検知器の整備状況 

  道路交通法第７４条の３の規定により、乗車定員が１１人以上の自動車１台

以上、又はその他の車両５台以上の自動車の使用者は、使用の本拠（事務所等）

ごとに安全運転管理者を選任しなければならないとされており、本市において

も選任が行われてきたところである。 

道路交通法施行規則の改正による、安全運転管理者によるアルコール検知器

を用いた酒気帯び確認の義務化に伴う対応として、令和４年４月１日より、運

転前後に目視による酒気帯び確認を行うこととし、公用車使用簿に酒気帯び確

認欄を設ける対応がとられた。その後、当初の施行時期とされていた令和４年

１０月１日に向けて、職員への制度周知及び検知器の手配が車両管理室によっ

て進められ、令和５年１月１３日の全部署への配布完了をもって運用が開始さ

れている。運転前後に、原則平日は運転者の所属する係長級以上の職員、週休

祝日及び時間外勤務時については守衛員による確認を得て、公用車使用簿に記

録する運用とし、全部署においてアルコール検知器による確認、記録がなされ

ている。 

 (注)アルコール検知器を用いた確認の義務化は令和５年１２月１日に延期された。 

 

(3) 交通事故発生状況 

  白山市庁用車事故報告取扱要領において、市庁用車による事故が発生した場 

合は車両管理室に速やかに連絡し、市庁用車交通事故報告書により報告を行う 

こととしており、過去５年間の車両事故発生件数は表２６、その主な内容は表 

２７のとおりである。 

 

表２６ 車両事故発生件数                           （単位：件、円） 

事故形態 Ｈ３０ Ｒ元(H31) Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 合計 

事故発生件数 20(1) 22(2) 15(1) 24(1) 28 109(5) 

うち市の過失が無いもの 3 6 3 3  15 

うち損害賠償：対物 4 5 2 5 3 19 

うち損害賠償：対物対人     1 1 

車両修繕費 2,774,134 3,935,504 2,119,847 2,135,202 4,042,616 15,007,303 

車両共済支払額 2,560,402 3,687,367 1,278,460 1,709,859 4,253,862 13,489,950 

損害賠償額：対物 483,473 1,285,119 95,700 816,256 2,353,714 5,034,262 

損害賠償額：対人     81,148 81,148 

(注) 事故発生件数のうち、（）は車両点検時等に損傷が発見された件数。 

   市の過失の無いものは、上記の他、相手方の過失や飛び石等による事故を合わせた件数。 

 車両修繕費は、市の公用車の修繕に係る修繕費である。 
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 表２７ 車両事故発生内容                          （単位：件） 

事 故 内 容 件数 事 故 内 容 件数 

走行・作業中（単独） ３０ 脱輪 ５ 

走行・作業中（対車両） ８ 飛び石による破損 ６ 

走行・作業中（対自転車） １ 車両点検時に損傷を発見 ５ 

相手方の過失（飛び出し、追突等） ４ その他 ３ 

駐車、出庫時の追突等 ４７ 合 計 １０９ 

 
過去５年間で計１０９件の車両事故が発生している。車両の使用者別でみる

と、市職員によるものが８０件と最も多く、その他スクールバスや公園管理業

務など委託業者の使用時によるものが２３件、消防団員によるものが６件であ

った。令和４年度は２８件と過去５年間の中で最も多く、それに伴い、車両修

繕費や損害賠償額も嵩んでいる。 

発生内容別でみると、駐車、出庫時の衝突等による損傷が４７件と最も多く

全体の約半数を占めており、またその半数以上は駐車場内で後進中に、建築物

や停車中の他の車両に接触したものである。続いて車道走行中や作業中の事故

が４３件あり、スリップや対向車を避けたことによるものを除き、その多くは

不注意により路肩の構造物や建築物に接触した単独事故である。走行・作業中

に他の車両と接触した事故のうち、８件は市の過失が伴う事案であり、交差点

や駐車場内通路への進入時における確認不足によるものが３件であった。飛び

石による破損では、走行中や強風による被害の他、除草作業に伴う事案が２件

発生していた。 

  なお、走行・作業中の事故４３件のうち、ドライブレコーダーを搭載してい 

たものが１２件（２７．９％）であり、ドライブレコーダー搭載状況別の事故

発生率は表２８のとおりである。 
 
表２８ ドライブレコーダー搭載状況別事故発生率 

年度 Ｈ３０ Ｒ１(H３１) Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

搭載台数 ２０台 ３０台 ４６台 ５７台 ７８台 

搭載あり １５．０％ １３．３％ ４．３％ １０．５％ １４．１％ 

搭載なし ９．６％ １１．０％ ９．４％ １４．９％ １７．７％ 

 (注)搭載台数は各年度末時点での対象車両における搭載台数であり、同一車両で複数回事故が 
   発生している場合には、それぞれ 1件として計上している。 
 

  令和２年度以降については、ドライブレコーダー搭載車両における事故発生 

 率が、未搭載車両における発生率を下回っている。 

 

(4) 運転免許証の有効期限の確認 
  

  全国の自治体において、運転免許証の期限切れを含む無免許運転の事案が相 

次ぐ状況を受け、本市においても令和３年９月及び令和５年６月に職員課によ 

って運転免許証の確認が実施された。公用車の運転者に限らず、会計年度任用 

職員を含めた全職員を対象とし、運転免許の種類、有効期限について、各所属 

長でとりまとめ、職員課へ報告がなされている。 



   - 20 - 

 

第４ 監査意見 

 

１ 総括的意見 

  今回の行政監査は、平成２３年度に実施した、公用車の管理運用状況調査に

おいて、改善を検討する必要があると意見した事項について、現状を確認する

とともに、車両管理室が設置され一元管理が図られたことによる、公用車の保

有、運用状況の変化、環境に配慮した車両の導入状況など、組織及び社会背景

の変化を踏まえた対応状況の把握を主眼に実施した。 

 

  前回の行政監査において、厳しい財政状況の中での保有、効率的な運用、維

持管理経費の管理等を主眼に調査を行い、関係規程の運用状況や、車両の適切

な更新、配置の流動化等について改善を指摘したところである。今回の調査で

は、一部の指摘事項について、引き続き検討を必要とする状況も見られたが、

その多くで改善が図られていることが確認された。 

組織機構の変化を踏まえた車両の削減、配置換えと合わせて、経過年数や走

行距離の長い車両の更新、電気自動車等を積極的に導入するなど、適正な配備

や効率的な運用が図られた点について、平成２８年度に車両管理室が設置され、

一元管理体制が構築されたことによる一定の効果の表れであると考えられる。 

  電気自動車等の導入については、燃料価格が高騰する中での維持管理費の削

減のみならず、環境性能、非常時の電源ともなり得るなどといったメリットや、

管理・運用上の課題を分析し、今後の導入計画に繋げられることを期待したい。 

  安全運転に関しては、ドライブレコーダーの導入推進や、アルコールチェッ

ク体制の構築、安全運転の啓発がなされている一方で、不注意による車両事故

が少なくないことが確認された。今一度、各職員が気を引き締めて運転いただ

くとともに、業務の過重負担等に起因していないか、職員の心身の健康状況に

対する配慮についても、組織として十分に意を払われたい。     

 

２ 個別的意見 

 

（１）前回指摘事項の改善について 

 

 ア 関係規程の整備、運用状況について 

財務規則を遵守し、適切な手続きを講じるよう指摘を行った貸付車両に

ついては、契約書の整備が確認されたが、新たに契約書の存在が不明であ

る車両が確認された。長きに渡り貸付先で使用されている車両であるが、

所有者が市である以上、今一度状況を整理し、適切な措置を講じられたい。 

 

また、車両事故報告書において、事後に損傷が発見された事案も見受け

られたことから、各職員が点検、清掃への当事者意識と責任を持ち、運転

日誌の「キズ確認欄」を有効に活用されたい。 
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イ 公用車の運用・管理状況について 

車両の更新が進んだほか、共用車への移管や流動化が図られ、組織機構

や職員数に合わせた配備がなされていると見受けられた。 

共有の「施設予約」システム上で予約可能な車両が大幅に増えたほか、

空き状況や利用可能な車両の見える化が図られていることからも、公用車

の適正かつ効率的な運用が進められていることが伺われる。 

  

維持管理費については、稼働率の低いリース車両の削減、古い車両の計

画的な更新や、電気自動車等の導入が図られた効果は見られたものの、燃

料費等価格高騰の影響を受け維持管理費が増嵩している状況にあり、引き

続き適切な車両の更新、削減に努められたい。 

 

（２）一元管理体制について 

  

各課で所有する車両の運用、維持管理費の執行等については、利便性の

面から各所管課が担っているが、それらについても車両管理室で市全体の

使用状況を取りまとめ、計画的な更新や所管替えが行われている。引き続

き当室が中心となり、公用車の適正かつ効率的な運用を推進するとともに、

「空予約」により稼働性を妨げることのないよう、使用不要となった車両

の予約登録は速やかに削除するよう周知し、利便性の向上に努められたい。 

また、安全かつ計画的な運用の指標として、タイヤの更新状況について

も、一元管理が有用と考えられることから、検討されたい。さらに、全国

での車輪の脱落事故が相次いでいる現状に鑑みると、正確な知識と技術が

不可欠であるタイヤの交換作業については、事故発生防止と事務負担軽減

の両面から、外部への委託について検討の余地があると考える。 

   

交通事故に関しては、市の財産に損害を被るのみならず、市民の安全や

社会的信頼を損なうことにもなりかねないことから、これまでの事例を蓄

積、分析した内容を、安全運転に対する意識啓発に活かし、さらなる防止

策が図られることを強く望む。さらに、事故対応に関するマニュアルの周

知を徹底することで、事故発生時の対応についても浸透されたい。 

また、運転免許証の確認については、取りまとめる職員課だけでなく、

公用車の安全運転管理者の立場にある車両管理室においても、適切に情報

共有ができる体制を構築されたい。なお、その確認については一年に一回

は必ず実施することとし、併せて運転免許証不携帯防止を呼び掛けるなど、

万全の対策を期されたい。 
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No. 所管課 車両登録番号 車名 種別
特殊用途
新規車両

電気 所有 貸出
保有
調査

運用
調査

1 総務課 石川400た2745 ＡＤバン 小型貨物(ﾊﾞﾝ) * *

2 車両管理室 石川11み1336 エルフ　１．４ｔ幌 普通貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

3 車両管理室 石川300は9889 プリウス 普通乗用 HV * *

4 車両管理室 石川400す9974 プロボックスLPG広報車 小型貨物(ﾊﾞﾝ) * *

5 車両管理室 石川501ち2035 インサイト 小型乗用 HV * *

6 車両管理室 石川501と5317 プロボックスワゴン 小型乗用 * *

7 車両管理室 石川580え6737 ムーヴ 軽乗用 * *

8 車両管理室 石川501ち5161 カローラフィールダー 小型乗用 * *

9 車両管理室 石川580す167 タント 軽乗用 * *

10 車両管理室 石川501ち133 カローラフィールダー広報車 小型乗用 * *

11 車両管理室 石川501て7545 サクシード 小型乗用 * *

12 車両管理室 石川41あ8613 キャリイ 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

13 車両管理室 石川400た2723 サクシード 小型貨物(ﾊﾞﾝ) * *

14 車両管理室 石川100す221 エルフ緑花新 普通貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

15 車両管理室 石川501て5841 カローラフィールダー 小型乗用 * *

16 車両管理室 石川501て3272 カローラフィールダー 小型乗用 * *

17 車両管理室 石川200さ558 コースター　ししく号 普通乗合 併用 *

18 車両管理室 石川11み616 キャンター 普通貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

19 車両管理室 石川300そ7423 ハイエース 普通乗用 * *

20 車両管理室 石川501に7770 アクア 小型乗用 HV * *

21 車両管理室 石川300ま2396 フォレスター 普通乗用 * *

22 車両管理室 石川580て7889 ミライース 軽乗用 * *

23 車両管理室 石川501ね4693 カローラフィールダー 小型乗用 * *

24 車両管理室 石川330り2013 クラウン　議長車 普通乗用 特別職等専用車 *

25 車両管理室 石川531な2702 エスクァイア　副市長車 小型乗用 特別職等専用車 HV *

26 車両管理室 石川480け2675 ハイゼット幌付 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

27 車両管理室 石川501は8051 セレナ　教育長車 小型乗用 特別職等専用車 HV *

28 車両管理室 石川300め6748 ハイエース 普通乗用 * *

29 車両管理室 石川100す3099 ℮－NV200 普通貨物(ﾊﾞﾝ) EV * *

30 車両管理室 石川400ち216 ライトエース（埋文調査） 小型貨物(ﾊﾞﾝ) * *

31 車両管理室 石川580て3335 ミライース 軽乗用 * *

32 車両管理室 石川530て6785 ブーン 小型乗用 * *

33 車両管理室 石川530た3722 ブーン 小型乗用 * *

34 車両管理室 石川583い6696 ミライース 軽乗用 * *

35 車両管理室 石川330な9119 リーフ 普通乗用 EV * *

36 車両管理室 石川583あ6477 アルト 軽乗用 * *

37 車両管理室 石川330ち2442 リーフ 普通乗用 EV * *

38 車両管理室 石川332め2702 アルファード　市長車 普通乗用 特別職等専用車 HV *

39 車両管理室 石川330つ2522 リーフ 普通乗用 R4新規 EV *

40 車両管理室 石川330さ9257 リーフ 普通乗用 R4新規 EV *

41 車両管理室 石川583う1546 ekクロスEV 軽乗用 R4新規 EV *

42 車両管理室 石川583い7133 サクラ 軽乗用 R4新規 EV *

43 車両管理室 石川483い8610 ハイゼットトラック 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) R4新規 *

44 車両管理室 石川483い9630 ハイゼットトラック　多目的 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) R4新規 *

【市保有車両一覧】 令和5年3月31日現在



No. 所管課 車両登録番号 車名 種別
特殊用途
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運用
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【市保有車両一覧】 令和5年3月31日現在

45 資産税課 石川580せ9994 ワゴンＲ 軽乗用 * *

46 資産税課 石川501て3713 パッソ（１号） 小型乗用 * *

47 資産税課 石川580せ6866 トッポ 軽乗用 * *

48 納税課 石川580な3684 デイズ 軽乗用 * *

49 危機管理課 石川800さ6370 エクストレイル　災害対策用緊急車 普通 消防車両

50 危機管理課 石川830さ8934 デュトロ　旭丘消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

51 危機管理課 石川800さ7969 デュトロ　東明消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

52 危機管理課 石川830さ1190 デュトロ　一城消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

53 危機管理課 石川830せ2005 デュトロ　松南消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

54 危機管理課 石川800さ7773 ノア　消防女性広報車 普通 消防車両

55 危機管理課 石川800さ5306 ダイナ　消防ポンプ予備車 普通 消防車両 消防

56 危機管理課 石川830さ2019 デュトロ　松陽消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

57 危機管理課 石川803ひ1 デュトロ　松任消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

58 危機管理課 石川830さ311 デュトロ　北星消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

59 危機管理課 石川800さ8767 デュトロ　石柏消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

60 危機管理課 石川880あ436 ハイゼットカーゴ　消防車 軽自動車 消防車両 国

61 交通対策課 石川230あ707 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス 貸出

62 交通対策課 石川300あ168 ハイエース（めぐーる） 普通乗用 路線バス 貸出

63 交通対策課 石川200か894 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス 貸出

64 交通対策課 石川200か895 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス 貸出

65 交通対策課 石川200か947 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス 貸出

66 交通対策課 石川300あ169 ハイエース（めぐーる） 普通乗用 路線バス 貸出

67 交通対策課 石川230あ1801 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス 貸出

68 交通対策課 石川230あ1802 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス 貸出

69 交通対策課 石川230あ1901 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス 貸出

70 交通対策課 石川230い2001 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス 貸出

71 交通対策課 石川230う2101 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス 貸出

72 交通対策課 石川230い2201 ポンチョ（めぐーる） 普通乗合 路線バス・R4新規 貸出

73 生活支援課 石川500ほ8067 ファンカーゴ 小型乗用 * *

74 生活支援課 石川580さ6312 タント 軽乗用 * *

75 生活支援課 石川580と1801 アルト 軽乗用 貸出 *

76 障害福祉課 石川580こ877 アルトＥⅡ 軽乗用 * *

77 障害福祉課 石川400せ9657 ＡＤバン 小型貨物(ﾊﾞﾝ) 貸出 *

78 発達相談センター 石川583え7036 ミライース 軽乗用 * *

79 長寿介護課 石川300す5596 ハイエース 普通乗用 貸出 *

80 長寿介護課 石川300ひ3627 ハイエースワゴン 普通乗用 貸出 *

81 長寿介護課 石川501な6957 パッソ　２号 小型乗用 * *

82 長寿介護課 石川580た3930 ｅｋワゴンＭ 軽乗用 * *

83 こども子育て課 石川22た325 ローザ 普通乗合 保育所送迎車 併用 *

84 こども子育て課 石川480け6375 プレオバン 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

85 こども子育て課 石川480け7344 ハイゼット双葉給食用 軽貨物(ﾊﾞﾝ) ﾘｰｽ * *

86 保険年金課 石川500ま3685 ファンカーゴ 小型乗用 貸出 *

87 いきいき健康課 石川400た1538 パートナー 小型貨物(ﾊﾞﾝ) * *

88 いきいき健康課 石川800さ9634 ライトエース　食育キッチンカー 普通 キッチンカー
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89 いきいき健康課 石川580ね6417 アルト 軽乗用 * *

90 いきいき健康課 石川583え1411 アルト 軽乗用 * *

91 いきいき健康課 石川583え7277 アルト 軽乗用 * *

92 いきいき健康課 石川430さ3577 プロボックスＨＶ 小型貨物(ﾊﾞﾝ) R4新規 HV *

93 いきいき健康課 石川530さ4203 アクア 小型乗用 R4新規 HV *

94 鶴来保健センター 石川580た4336 アルトＦ 軽乗用 * *

95 鶴来保健センター 石川500は1911 ビスタアルデオ（日赤車） 小型乗用 * *

96 鶴来保健センター 石川580は2509 アルトL 軽乗用 * *

97 環境課 石川480い9932 ハイゼットカーゴ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

98 森林対策課 石川400た1489 ＡＤバン 小型貨物(ﾊﾞﾝ) * *

99 森林対策課 石川300は7756 フォレスター 普通乗用 * *

100 森林対策課 石川300と8807 エクストレイル 普通乗用 * *

101 施設管理課 石川000る84 ９１０Ｇ 大型特殊 除雪 貸出

102 施設管理課 石川900る131 ＷＡ２７０－５ 大型特殊 除雪 貸出

103 施設管理課 石川99な295 ＮＲ６５４ 大型特殊 除雪 貸出

104 施設管理課 河内村-い1 ＷＡ２０ 小型特殊 除雪 貸出

105 施設管理課 石川300な6677 ハイラックスサーフ 普通乗用 * *

106 施設管理課 石川900る152 ＷＡ２７０－５ 大型特殊 除雪 貸出

107 施設管理課 石川900る173 ロータリー除雪車 大型特殊 除雪 貸出

108 施設管理課 石川900る287 ＷＡ２７０－８ 大型特殊 除雪 貸出

109 施設管理課 石川330す4070 ＸＶ 普通乗用 * *

110 施設管理課 白山市-は360 ＷＡ３０ー６Ｅ０ 小型特殊 除雪 貸出

111 文化財保護課 石川501ち1233 カローラフィールダー 小型乗用 * *

112 博物館 石川500む1116 ウイッシュ 小型乗用 * *

113 千代女の里俳句館 石川483う4428 ハイゼットカーゴ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) R4新規 *

114 ルーツ交流館 石川483あ1317 NV１００クリッパー 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

115 スポーツ課 石川400す9128 サクシードバン 小型貨物(ﾊﾞﾝ) 貸出 *

116 スポーツ課 石川50ま2277 アルトエポ 軽乗用 貸出 *

117 スポーツ課 石川41い7317 ハイゼット 軽貨物(ﾊﾞﾝ) 貸出 *

118 スポーツ課 石川00は973 コベルコＬＫ１９０Z-３ 大型特殊 除雪 貸出

119 スポーツ課 石川480こ3499 キャリイ 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) 貸出 *

120 スポーツ課 石川300や6753 フォレスター 普通乗用 * *

121 スポーツ課 石川480さ2808 エブリイバン 軽貨物(ﾊﾞﾝ) 貸出 *

122 土木課 石川900る211 ＮＲ８２ 大型特殊 除雪 貸出

123 土木課 石川300ふ3700 フォレスター 普通乗用 * *

124 土木課 石川800は137 除雪トラック 普通 除雪 貸出

125 土木課 石川88た593 除雪トラック 普通 除雪 貸出

126 土木課 石川88た1085 除雪トラック　７ｔ級 普通 除雪 貸出

127 土木課 石川99は461 グレーダー 大型特殊 除雪 貸出

128 土木課 石川99は172 ＨＴＲ８１ 大型特殊 除雪 貸出

129 土木課 石川000る290 ＨＴＲ８３ 大型特殊 除雪 貸出

130 土木課 石川830さ4816 エクストレイル　道路パト車 普通乗用 * *

131 土木課 白山市は167 ＷＡ３０－６Ｅ０ 小型特殊 除雪 貸出

132 土木課 石川130さ8307 ダイナ　道路維持作業車 普通貨物(ﾄﾗｯｸ) 道路作業車
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133 土木課 石川330さ2297 フォレスター 普通乗用 R4新規 *

134 土木課 石川900る335 ＷＡ１００ 大型特殊 除雪・R4新規 貸出

135 都市計画課 石川400せ2420 エキスパート 小型貨物(ﾊﾞﾝ) * *

136 公園緑地課 石川41い9631 ハイゼット 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

137 公園緑地課 石川40ゆ9585 ハイゼット 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) 公園管理車両 併用 *

138 公園緑地課 石川480か1172 キャリイダンプ 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) 公園管理車両 併用 *

139 公園緑地課 石川480か883 エブリイ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

140 公園緑地課 石川480き21 キャリイダンプ 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) 公園管理車両 併用 *

141 公園緑地課 石川480こ265 キャリイ 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) 公園管理車両 併用 *

142 公園緑地課 石川430さ7645 プロボックスＨＶ 小型貨物(ﾊﾞﾝ) R4新規 HV *

143 企業総務課 石川580た5600 エブリイ 軽乗用 * *

144 企業総務課 石川580え5929 タント 軽乗用 * *

145 企業総務課 石川501の1818 カローラフィールダー 小型乗用 * *

146 水道課 石川480え9974 エブリイ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

147 水道課 石川480き3801 エブリイ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

148 水道課 石川830す8934 デュトロ　給水車3ｔ 普通 給水車

149 水道課 石川480こ2198 エブリイ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

150 下水道課 石川46さ2167 ダットサントラック 小型貨物(ﾄﾗｯｸ) 災害対応緊急車

151 下水道課 石川501と789 ウィングロード 小型乗用 * *

152 下水道課 石川300な728 エクストレイル 普通乗用 * *

153 下水道課 石川480け3451 キャリイ 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

154 鶴来白山ろく上下水道課 石川800さ7923 デュトロ　給水車2ｔ 普通 給水車

155 鶴来白山ろく上下水道課 石川46に6833 キャンター 小型貨物(ﾄﾗｯｸ) 貸出 *

156 鶴来白山ろく上下水道課 鶴来町-特347 ＷＡ４０ 小型特殊 除雪 貸出

157 鶴来白山ろく上下水道課 石川480く5877 エブリイ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

158 鶴来白山ろく上下水道課 石川300み3343 フォレスター 普通乗用 * *

159 鶴来白山ろく上下水道課 石川501は9375 カローラフィールダー 小型乗用 * *

160 鶴来白山ろく上下水道課 石川330す2947 エクストレイル 普通乗用 * *

161 学校教育課 石川200は258 ブルーリボン　白嶺小中 普通乗合 学校バス 併用 *

162 学校教育課 石川200は175 メルファ　鳥越小中 普通乗合 学校バス 併用 *

163 学校教育課 石川200は188 メルファ　北陽小 普通乗合 学校バス 併用 *

164 学校教育課 石川200は194 ブルーリボン　松南小 普通乗合 学校バス 併用 *

165 学校教育課 石川200は205 ブルーリボン　松陽小 普通乗合 学校バス 併用 *

166 学校教育課 石川200さ987 リエッセⅡ　明光小 普通乗合 学校バス 併用 *

167 学校教育課 石川200さ1003 リエッセⅡ　白峰小 普通乗合 学校バス 併用 *

168 学校教育課 石川200さ1300 ローザ　白嶺小中 普通乗合 学校バス 併用 *

169 学校教育課 石川200は265 メルファ　松任小 普通乗合 学校バス 併用 *

170 学校教育課 石川200は270 メルファ　朝日小 普通乗合 学校バス 併用 *

171 学校教育課 石川40も7899 アクティ　白峰小 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) 併用 *

172 学校教育課 石川200さ1423 キャラバン　白嶺小中 普通乗合 学校バス 併用 *

173 学校教育課 石川200は277 メルファ　松南小 普通乗合 学校バス 併用 *

174 学校教育課 石川200は285 メルファ　千代野小 普通乗合 学校バス 併用 *

175 学校教育課 石川200は289 メルファデラックス 白嶺小中 普通乗合 学校バス・R4新規 併用 *

176 教育センター 石川583あ4970 ミライース 軽乗用 * *
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177 生涯学習課 石川501せ7200 ベルタ 小型乗用 * *

178 生涯学習課 石川41い7892 エブリイ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) 併用 *

179 生涯学習課 石川200さ1238 リエッセⅡ あさがお 普通乗合 併用 *

180 生涯学習課 石川230さ2002 リエッセⅡ　美川社教バス 普通乗合 併用 *

181 子ども総合相談室 石川580く2382 アルト 軽乗用 * *

182 松任図書館 石川41い2177 エブリイ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

183 松任図書館 石川800さ6565 ダイナ　移動図書館車 普通 移動図書館車

184 松任図書館 石川400そ8069 タウンエ－ス 小型貨物(ﾊﾞﾝ) * *

185 鶴来図書館 石川483あ1185 NV１００クリッパー 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

186 美川支所総務課 石川100さ8779 ダイナ　道路作業車 普通貨物(ﾄﾗｯｸ) 道路作業車

187 美川支所総務課 石川99に60 ＨＴＲ１４０ 大型特殊 除雪 貸出

188 美川支所総務課 石川800さ7145 デュトロ　美川消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

189 美川支所総務課 石川830す3710 デュトロ　湊消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

190 美川支所総務課 石川330て1488 ＸＶ 普通乗用 * *

191 美川支所総務課 石川430さ6478 キャンター 小型貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

192 美川支所総務課 石川830さ3111 デュトロ　美川消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

193 美川支所総務課 石川483あ9771 キャリイダンプ 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

194 美川支所総務課 石川530そ7089 ノア　日赤 小型乗用 * *

195 美川支所総務課 石川583え5214 アルト 軽乗用 * *

196 美川支所総務課 石川483あ5131 ハイゼット 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

197 美川支所総務課 石川830ち1192 デュトロ　蝶屋消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

198 美川支所総務課 石川430さ2067 プロボックスＨＶ 小型貨物(ﾊﾞﾝ) R4新規 HV *

199 美川支所総務課 石川480け1576 ハイゼット 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) 県 * *

200 美川支所市民福祉課 石川50ほ430 ｅｋワゴン 軽乗用 * *

201 鶴来支所総務課 石川300ふ1260 フォレスター 普通乗用 * *

202 鶴来支所総務課 鶴来町005 ＷＡ２０（20ps） 小型特殊 除雪 貸出

203 鶴来支所総務課 鶴来町006 ＮＲ２２２（40psロータリー） 小型特殊 除雪 貸出

204 鶴来支所総務課 石川800は700 除雪トラック 普通 除雪 貸出

205 鶴来支所総務課 石川99は305 ＷＡ１００－２ 大型特殊 除雪 貸出

206 鶴来支所総務課 石川99は400 ＷＡ２００－３Ｅ 大型特殊 除雪 貸出

207 鶴来支所総務課 石川99は457 ＮＲ２８Ａ 大型特殊 除雪 貸出

208 鶴来支所総務課 石川000る415 ＷＡ２００－５ 大型特殊 除雪 貸出

209 鶴来支所総務課 石川000る423 ＷＡ１００－５ 大型特殊 除雪 貸出

210 鶴来支所総務課 石川900る128 ＷＡ２００－５ 大型特殊 除雪 貸出

211 鶴来支所総務課 石川900る158 ＷＡ１００ 大型特殊 除雪 貸出

212 鶴来支所総務課 石川900る190 ＮＲ８２ 大型特殊 除雪 貸出

213 鶴来支所総務課 石川300と7301 プリウス　７号車 普通乗用 HV * *

214 鶴来支所総務課 石川46つ8843 キャンター　２ｔダンプ 小型貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

215 鶴来支所総務課 石川50ほ1711 ＭＲワゴン 軽乗用 * *

216 鶴来支所総務課 石川41あ8295 キャリイ幌付 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

217 鶴来支所総務課 石川800さ7748 ヴォクシー　鶴来指令車 小型 消防車両

218 鶴来支所総務課 石川800さ7672 デュトロ　一ノ宮消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

219 鶴来支所総務課 石川830さ4545 トヨエース　鶴来消防積載車 普通 消防車両 消防

220 鶴来支所総務課 石川900る196 ＨＴＲ２６５ 大型特殊 除雪 貸出
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221 鶴来支所総務課 石川99は353 ＮＲ４２３ 大型特殊 除雪 貸出

222 鶴来支所総務課 石川900る72 ＷＡ２００－３ 大型特殊 除雪 貸出

223 鶴来支所総務課 石川900る54 ＮＲ８０ 大型特殊 除雪 貸出

224 鶴来支所総務課 石川99な317 ＮＲ４５３ 大型特殊 除雪 貸出

225 鶴来支所総務課 石川99は437 ８０ＺＡ 大型特殊 除雪 貸出

226 鶴来支所総務課 石川900る216 ＷＡ２７０ 大型特殊 除雪 貸出

227 鶴来支所総務課 石川900る109 ＷＡ２００－５Y 大型特殊 除雪 貸出

228 鶴来支所総務課 石川900る114 ＨＫ１３１K 大型特殊 除雪 貸出

229 鶴来支所総務課 石川900る159 ＷＡ２００－５Y 大型特殊 除雪 貸出

230 鶴来支所総務課 石川900る187 ＨＴＲ２６５ 大型特殊 除雪 貸出

231 鶴来支所総務課 石川900る202 ＷＡ２７０ 大型特殊 除雪 貸出

232 鶴来支所総務課 石川99は308 ＷＡ３００ 大型特殊 除雪 貸出

233 鶴来支所総務課 石川900る116 コマツＷＡ２７０－５Y 大型特殊 除雪 貸出

234 鶴来支所総務課 石川900る195 ＨＴＲ２６５ 大型特殊 除雪 貸出

235 鶴来支所総務課 石川99は391 ＨＴＲ２５２ 大型特殊 除雪 貸出

236 鶴来支所総務課 石川000る847 ６５ＺＶ 大型特殊 除雪 貸出

237 鶴来支所総務課 石川900る236 ロータリー小型除雪車 大型特殊 除雪 貸出

238 鶴来支所総務課 石川000る836 タイヤドーザ　ＷＡ２００－６Ｙ 大型特殊 除雪 貸出

239 鶴来支所総務課 石川900る197 ＷＡ２７０－６Ｙ 大型特殊 除雪 貸出

240 鶴来支所総務課 石川99は460 ＷＡ３００－３Ｙ 大型特殊 除雪 貸出

241 鶴来支所総務課 石川900る219 ＮＲ８２ 大型特殊 除雪 貸出

242 鶴来支所総務課 石川300ほ6271 エクストレイル 普通乗用 * *

243 鶴来支所総務課 石川900る250 ロータリー除雪車 大型特殊 除雪 貸出

244 鶴来支所総務課 石川480う2539 サンバー 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

245 鶴来支所総務課 石川900る259 ＮＲ８３ 大型特殊 除雪 貸出

246 鶴来支所総務課 石川830す3119 エルフ　蔵山消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

247 鶴来支所総務課 石川483あ1538 NV１００クリッパー広報車 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

248 鶴来支所総務課 石川800す487 デリカＤ５　消防女性分団 普通 消防車両 消防

249 鶴来支所総務課 石川800は889 除雪トラック 普通 除雪 貸出

250 鶴来支所総務課 石川583あ5957 ミライース 軽乗用 * *

251 鶴来支所総務課 石川830せ884 デュトロ　林消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

252 鶴来支所総務課 石川830す2021 デュトロ　舘畑消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

253 鶴来支所総務課 石川900る322 ＨＴＲ３０８Ａ 大型特殊 除雪 貸出

254 鶴来支所総務課 石川830せ1919 デュトロ　鶴来消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

255 鶴来支所総務課 石川530せ5037 セレナＨＶ 小型乗用 R4新規 HV *

256 鶴来支所総務課 石川800さ7874 エルフ　消防救助資機材車 普通 消防車両 国 消防

257 鶴来支所総務課 石川800さ8869 エルフ　消防救助資機材車 普通 消防車両 国 消防

258 鶴来支所市民福祉課 石川800さ970 コースター 普通 身体障害者輸送車 貸出

259 河内市民サービス課 石川41あ3471 ミニキャブ 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

260 河内市民サービス課 石川800さ8183 デュトロ　河内消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

261 河内市民サービス課 石川800さ7209 トヨエース　河内消防積載車 普通 消防車両 消防

262 河内市民サービス課 石川300め5932 ＸＶ 普通乗用 * *

263 河内市民サービス課 石川200さ414 コースターＲ 普通乗合 併用 *

264 かわち保健センター 石川530そ8934 ヴォクシー 小型乗用 * *
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265 吉野谷市民サービス課 石川200さ934 リエッセⅡＬＸ　 普通乗合 併用 *

266 吉野谷市民サービス課 石川800さ7413 ダイナ　吉野谷消防積載車 普通 消防車両 消防

267 吉野谷市民サービス課 石川480か1782 エブリイ 軽貨物(ﾊﾞﾝ) * *

268 吉野谷市民サービス課 石川300め7416 ＸＶ 普通乗用 * *

269 吉野谷市民サービス課 石川530ぬ3306 セレナＨＶ 小型乗用 R4新規 HV *

270 吉野谷市民サービス課 石川830せ8934 デュトロ　吉野谷消防ポンプ車 普通 消防車両・R4新規 消防

271 鳥越市民サービス課 石川800さ7685 デュトロ　鳥越消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

272 鳥越市民サービス課 石川800さ8463 デュトロ　鳥越消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

273 鳥越市民サービス課 石川800さ7379 トヨエース　鳥越消防積載車 普通 消防車両 消防

274 鳥越市民サービス課 石川300ふ1453 エクストレイル 普通乗用 * *

275 鳥越市民サービス課 石川500む3672 サクシード 小型乗用 * *

276 鳥越市民サービス課 石川530に3278 セレナＨＶ 小型乗用 R4新規 HV *

277 尾口市民サービス課 石川200さ69 コースター 普通乗合 併用 *

278 尾口市民サービス課 石川800さ7225 トヨエース　尾口消防積載車 普通 消防車両 消防

279 尾口市民サービス課 石川480け2659 キャリイ 軽貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

280 尾口市民サービス課 石川330す9724 ＸＶ 普通乗用 * *

281 尾口市民サービス課 石川830そ203 エルフ　尾口消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

282 尾口市民サービス課 石川530ち1747 セレナ 小型乗用 HV * *

283 白峰市民サービス課 石川501せ9046 ウィングロード 小型乗用 * *

284 白峰市民サービス課 石川46に6340 ライトエーストラック 小型貨物(ﾄﾗｯｸ) * *

285 白峰市民サービス課 石川300ひ7394 エクストレイル 普通乗用 * *

286 白峰市民サービス課 石川800さ8202 デュトロ　白峰消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

287 白峰市民サービス課 石川800さ5396 ダイナ　白峰消防ポンプ車 普通 消防車両 消防

288 白峰市民サービス課 石川800さ6877 ダイナ　白峰消防積載車 普通 消防車両 消防

289 白峰市民サービス課 石川800さ924 ハイエース　白峰消防積載車 普通 消防車両 消防

290 白峰市民サービス課 石川580ふ136 ワゴンＲ 軽乗用 貸出 *

291 白峰市民サービス課 石川830せ1204 デュトロ　白峰消防ポンプ車 普通 消防車両・R4新規 消防

291 22 5 145 174 116


